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7月3日夜から降り出した豪雨は、熊本県内や九州、また全国各地
に甚大な被害をもたらしました。おーさぁでは、特に被害の大きかっ
た地域である人吉・球磨地域の「地域の縁がわ」を訪問し、被害状
況の聞き取りや復興活動のお手伝いをさせていただきました。
発災から１か月後の８月3日には、宮川施設長はじめ職員3名と、
フリーアナウンサーの小出史さん、NPO環境圏研究所理事長の髙
木淳二さんの６名で、人吉を訪問。人吉市社協の災害ボランティア
センターへ義援金をお渡しし、下青井地区を訪問した後、発災直後
から被災地支援を継続している人吉市矢黒町の地域の縁がわ「ひ
まわり亭」を訪れました。ひまわり亭では、おーさぁ職員・法人顧問社
労士からの義援金と、熊本YWCAに協力いただいた支援物資をお
渡しし、現地での支援活動のお手伝いをさせていただきました。
ひまわり亭は、床上2ｍの浸水被害に遭ったにも関わらず、発災の
４日後からキッチンカーで被災地域を回り、温かい食事の提供を
行っているほか、これまでの地域活動で培ったネットワークを活かし、
全国からのボランティアや支援物資の受け入れ拠点となり、

お弁当

注文承ります♪
小規模・ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ
ご利用空きあります

おーさぁ介護事業では
現在、小規模多機能型
居宅介護・デイサービス
ともに、ご利用定員に空
きがございます☆
ご本人の体調やご希望

に応じて、お一人おひと
りの生活に合わせたサー
ビスの提供を行っていま
す。ご相談だけでも、ど
うぞお気軽にお問合せく
ださい！事前の事業所
見学も可能です☆

お問合せ：おーさぁ介護部

☎ 096-214-0305

いつも喫茶おーさぁをご愛顧いただき、誠にありが
とうございます。また、新型コロナウイルス感染予防
のため３月からの休業が続いており、大変ご迷惑をお
かけいたしております。
喫茶おーさぁでは、現在10月からの再オープンへ向

けて準備を行っています。苦渋の決断となりましたが、
感染防止の観点から、長らくご愛顧いただいた「バイ
キングスタイル」での営業をこれ以上続けるのは困難
であると判断し、営業形態を変更しての営業再開を考
えております。
具体的な営業内容につきまして、現在部署を越え、

職員全体で最終的な検討作業を進めているところです。
「地域の縁がわ」として、皆様に安心してご利用い

ただける喫茶おーさぁであるため、感染対策を十分に
行ったうえでの営業再開を考えております。新しい営
業内容が決まり次第、法人ホームページやフェイス
ブックなどで情報を発信させていただきます。今後と
も、喫茶おーさぁをどうぞよろしくお願いいたします。

ご注文・お問い合わせはおーさぁ
（096-214-0003）まで☆

民間の災害ボランティアセンターとして、現地の復興活動に精力的
に取り組まれています。今回の訪問では、汚泥にまみれた食器の洗
浄や、球磨川から打ち上げられた鮎釣り舟の運搬作業など、限られ
た時間でしたがひまわり亭の支援活動のお手伝いをさせていただき
ました。
ひまわり亭代表の本田節さんは、家族からの猛反対に遭いながら
も、「この状況で活動しなければ、これまで地域活動を続けてきた意
味がない」と支援活動を開始されたことを話され、「ここは『地域の被
災地の縁がわ』。やるべきことはたくさんある。とにかく一度現地に
来て、被災地のことを知ってほしい」と、支援活動への想いを話され
ました。
おーさぁは「地域の縁がわ」として、今後もひまわり亭の被災地支
援活動をお手伝いさせていただきたいと思います。

青井阿蘇神社と、その界隈地区である下青井地区は、人吉市中
心部に位置し、全体的な被害を受けた地域です。下青井地区で
は、公民館「下青井会館」で地域の配食サービスや催事、交流会
等を定期的に開催するなど、地域の縁がわ「青井さん」として地域
交流活動を継続して行っていらっしゃいました。しかし、今回の豪
雨で地域全体が浸水。「青井さん」代表の渕上憲男さんも、大雨
でまちに濁流が迫る中、ご自宅の二階で椅子の上にのぼり、半身
水に浸かりながら８時間ものあいだ救助を待ち続けられたそうで
す。渕上さんは、地域にはたくさんの支援が入っているが、これか
らも人手が必要だと話され、必要な物資をお聞きしたところ、これ
から暑い中来てくださるボランティアのために、500ｍｌペットボト
ルの水が欲しいです、とお話しされていました。

人吉市街地から車で10分程の中柿町大柿地区。球磨川の入り
組んだ流れに沿って田んぼが広がるこの集落は、地区が丸ごと浸
水した、特に被害の大きかった地域の一つです。しかし、被災後な
かなか支援の手が入らず、復旧・復興が遅れた地域でもあります。
地区にある公民館「紅取交流サロン」は、早くから県の「地域の縁
がわ」に登録され、集落のなかの縁がわとして、地元で獲れた農
産物が並ぶフリーマーケットの開催や特産品を使ったオリジナル
商品の開発等が行われ、地域住民の憩いの場になっていました。
今回の災害では集落全体が水没し、全家屋が全壊扱いになるほ
どの大きな被害にも関わらず一人の犠牲者も出さなかったそうで
す。町内会長を中心とした迅速な避難活動があったそうですが、
日頃からの地域活動を通した住民同士の信頼関係がなければ実
現できなかったことだと思います。

喫茶おーさぁ営業再開へ向けて

おーさぁ食部門では、地域の方から
のお弁当・オードブルのご注文を承っ
ています。地産地消にこだわった、
おーさぁ自慢のお食事を地域の皆様に
提供いたします。
ご予算やお好みに合わせてお作りい
たしますので、まずはお電話にてお問
い合わせください。
※ 準備の都合上、お時間に余裕を持っ
てご連絡いただきますようお願いいた
します。


